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であったが、自由度調整済決定係数 R2値は 0.20であった。 
Ⅴ 考察 
研究１の結果より、健康若年成人用食行動尺度は簡便性のある評価尺度として有用であり、男性の食行動は
食物の味に、女性の食行動は環境や心理的因子により左右されやすいことが示唆された。 
研究２の結果より、健康若年成人用食行動尺度と SOC との相関で男性では有意な相関が認められたが女性
では相関がなかったことから、男性では食行動の不健康度とストレス対処能力は関連することが考察された。
仮説１aと仮説１bは男性では支持され、女性では支持されなかった。男性では食行動尺度総合点、「外発的摂
食」、「早食い」、「濃い味」のいずれにおいても BMI の高い群は低い群に比べて高い値であったことから仮説
２aは支持された。女性では「外発的摂食」に関して BMIの低い群に比べて高い群のほうが有意に高い値を示
したことから、「外発的摂食」について仮説２a は支持された。BMI 四分位数に基づく４群別の重回帰分析よ
り、男女とも自由度調整済決定係数 R2値は 0.13～0.25であったことから、食行動尺度総合点、SOC-13の心血
管系生理指標に対する説明率は低く、仮説２bは支持されなかった。心血管系生理指標への影響要因を説明す
るには食行動尺度総合点と SOC-13以外の要因を考慮する必要があると考えられた。 
研究３の結果より、健康若年女性のうち隠れ肥満群において、食行動尺度総合点の HDL コレステロールに
対する説明率は低く、HDLコレステロールへの影響を説明する要因は他にあるものと考えられた。SOCとHDL
コレステロールの関連はないと示唆された。 
Ⅵ 結論 
健康若年成人用食行動尺度は簡便性を備えた評価尺度として有用である。その尺度をもとに食行動を評価し
た結果、男性では食行動の不健康度とストレス対処能力の関連があると示唆された。BMI 四分位群別の比較
より、男性では BMI の高い群のほうが低い群に比べて食行動はより不健康であると考察された。女性では健
康若年成人用食行動尺度の一因子である「外発的摂食」に関して、BMI の高い群のほうが低い群に比べて食
行動はより不健康であると考えられた。食行動尺度総合点と SOC-13から心血管系生理指標に対する説明率は
低く、心血管系生理指標への影響要因は食行動尺度総合点と SOC-13以外の要因を検討する必要があるものと
考察された。 
